
 

 

三重県森林審議会森林保全部会の審議状況報告について 
 

１ 審議会等の名称  三重県森林審議会 令和３年度 第１回森林保全部会 

２ 開催年月日  令和3年9月16日（木）現地視察、以降書面審議 

３ 委 員  【部会長】三重大学 教授 中井毅尚 他５名 

４ 諮問事項 
 桑名市多度町古野地内における採石用地の拡大に係る保安林解除及び林

地開発変更許可申請について 

５ 審議結果 

 採石用地の拡大に係る桑名市多度町古野地内の森林における保安林解除

申請及び林地開発変更許可申請について、保安林解除については「保安林

の転用に係る解除の取扱い要領」に基づく、用地事情、面積、事業の実現

性や利害関係者の意見などの審査内容について、さらには林地開発許可に

定められた４つの要件、「災害の防止」「水害の防止」「水の確保」「環境の

保全」の基準に基づく審査内容について、あわせて審議した結果、次のと

おり答申がとりまとめられました。 

（令和3年10月20日付け答申） 

 

多度開発株式会社による桑名市多度町古野地内における保安林解除及び

林地開発変更許可申請については、次の事項に留意し適切に対応する必要

があります。 

（１）当該開発行為地の南には、活断層「北勢－多度撓曲
とうきょく

」が東西方向に

延びており、また事業地内には赤茶色の風化岩盤の露出も確認できた。

断層等により形成された大規模弱面は岩盤崩壊の原因となることか

ら、掘削時にはこれらの位置を把握し、崩壊防止に努めること。 

 

（２）造成森林については、単一樹種を植栽する計画であるが、病虫害防

止のため、専門家の意見を参考に、現地植生に応じた複数樹種の選定

や適切な苗木品種の選定を行うほか、ニホンジカ等による食害が懸念

される場合は、獣害防護柵等の対策を講じること。 

 

（３）掘削残壁
くっさくざんへき

における緑化については、確実な法面緑化が図られるよう

最適な工法と種子品種の選定を検討すること。 

 

（４）残置森林の林縁部は風倒が懸念されることから、残置森林の整備や

保護措置等により風倒被害を抑止し、森林の適正な管理を図ること。 

６ 保安林解除  保安林の指定の解除申請書について、農林水産大臣あて進達済み 

７ 林地開発許可 
 農林水産大臣からの保安林解除予定告示後の令和 4 年 1 月頃に許可処分

予定 

８ 備 考  

資料２  














